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道
議
会
で
９
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
定

例
会
で
の
や
り
取
り
で
も
、
各
会
派
の

議
員
が
種
子
条
例
の
あ
り
方
に
言
及
し

た
。
道
側
は
、
条
例
の
対
象
作
物
と
し
て

「
主
要
畑
作
物
」と
位
置
づ
け
る
小
豆
と
菜

豆（
イ
ン
ゲ
ン
）、
エ
ン
ド
ウ
、
ソ
バ
の
４

品
目
を
新
た
に
加
え
る
方
針
を
示
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
作
物
を
条
例
に
盛
り
込
む
根
拠

は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。

　

高
橋
は
る
み
知
事
の
在
任
中
の
条
例
制

定
を
め
ざ
す
道
は
、
10
月
９
日
の
道
議
会

農
政
委
員
会
や
同
11
日
の
道
農
業
・
農
村

振
興
審
議
会
に
条
例
の「
素
案
」を
示
す
と

と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

も
始
め
る
。
そ
し
て
年
末
の
定
例
道
議
会

や
同
審
議
会
で
の
検
討
を
経
て
、
来
年

早
々
に
は
道
法
制
文
書
課
に
よ
る
条
例
審

査
に
臨
む
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
描
く
。

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟
北の大地から

連載第 172 回

「種子法」廃止と北海道農業の行方（その 6）

～禍根を残す拙速な道条例づくり～
種
子
法
の
廃
止
を
受
け
た
新
た
な
道
条
例
の
議
論
が
道
議
会

な
ど
で
進
行
中
だ
が
、
来
年
の
第
１
回
定
例
会
や
高
橋
は
る

み
知
事
の
退
任
に
合
わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
先
月
号
で
紹
介
し
た
審
議
会
委
員
な
ど
か

ら
の
異
論
を
受
け
、
道
は
稲
・
麦
類
・
大
豆
の
３
品
目
に“
主

要
畑
作
物
”と
位
置
づ
け
る
４
品
目
を
追
加
す
る
付
け
焼
き
刃

的
な
対
応
に
終
始
。
立
法
事
実
の
積
み
重
ね
も
不
十
分
で
あ

り
、
今
後
の
法
制
担
当
部
署
に
よ
る
条
例
審
査
を
ク
リ
ア
で

き
る
の
か
疑
問
が
多
い
。
こ
こ
は
原
点
に
戻
り
、「
本
道
の
種

子
政
策
は
か
く
あ
る
べ
し
」と
の
哲
学
に
基
づ
い
て
客
観
的
で

分
か
り
や
す
い“
物
差
し
”を
作
り
、
じ
っ
く
り
議
論
す
べ
き

だ
。
結
論
を
急
ぐ
必
要
は
な
い
。「
北
海
道
た
ね
の
会
」の
公
開

質
問
状
を
め
ぐ
る
経
緯
も
併
せ
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

８
月
下
旬
に
道
農
政
部
が
示
し
た「
主

要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
関
す
る
条
例

（
仮
称
）骨
子
案
」は
、
対
象
作
物
を
従
来

の
３
品
目（
稲
・
麦
類
・
大
豆
）に
限
定
す

る
こ
と
で
北
海
道
農
業
の
実
態
と
乖
離
し

た
も
の
に
な
っ
た
。
道
が
認
定
し
て
き
た

「
優
良
品
種
」の
位
置
づ
け
や
、
道
民
が
不

安
視
す
る
多
国
籍
企
業
な
ど
へ
の
種
子
や

関
連
情
報
の
流
失
防
止
策
も
曖
昧
で
あ

る
─
─
と
、
筆
者
は
先
月
号
で
指
摘
し
た
。

濃
淡
が
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
見
方
は

道
が
設
置
し
た
審
議
会
の
委
員
を
は
じ
め
、

農
業
団
体
や
道
議
会
の
関
係
者
、
種
子
を

守
り
育
て
る
道
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
間
に

根
強
く
あ
る
。

議
会
や
審
議
会
の
異
論
を
踏
ま
え

根
拠
が
曖
昧
な
４
品
目
の
追
加
へ

▲「種子条例」をめぐる議論を進める北海道農業・農
村振興審議会の部会。行政によるスケジュール消化
の手段にされる可能性も（８月 29日）

◀種子政策に関する質問に対し、答弁調整中の高橋
知事（６月 22 日）。退任前の条例制定を急ぐ必要は
ないのでは…

「
そ
の
場
し
の
ぎ
」の
担
当
職
員
た
ち

道
は
種
子
政
策
を
担
う
気
概
と
哲
学
を
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し
か
し
、
人
類
の
共
有
財
産
で
あ
る
植

物
遺
伝
資
源
の
品
種
改
良（
育
種
）か
ら
増

殖
、
生
産
、
普
及
、
消
費
な
ど
の
基
本
と

な
る
条
例
を
制
定
す
る
に
は
、
き
ち
ん
と

し
た
根
拠
と
十
分
な
議
論
が
必
要
だ
。

　

北
海
道
の「
農
と
食
」の
根
幹
に
係
わ
る

条
例
案
を
、
詰
め
の
甘
い
検
討
作
業
や
、

わ
ず
か
数
カ
月
間
の
議
論
と
形
式
的
な
パ

ブ
コ
メ
募
集
で
仕
上
げ
よ
う
と
す
る
、
現

在
の
道
の
進
め
方
は
無
謀
と
指
摘
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

地
方
自
治
体
の
議
会
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
る
ル
ー
ル（
法
規
範
）が
条
例
で
あ
る
。

法
律
を
超
え
な
い
範
囲
で
住
民
に
義
務
を

課
し
た
り
、
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
自
治
体
の
政
策
目
的
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。「
条
例
は

自
治
体
の
最
高
規
範
」と
も
言
わ
れ
る
。

　

条
例
が
出
来
る
ま
で
の
大
ま
か
な
プ
ロ

セ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
立
法
事
実
の
収
集
と
、
課
題
や
目
的

　
　

の
設
定

　

②
対
応
方
針
の
決
定

　

③
政
策
内
容
の
決
定（
条
例
骨
子
案
）

　

④
政
策
内
容
の
条
文
化（
条
例
素
案
）

　

⑤
議
会
へ
の
提
案（
条
例
案
）

　

⑥
議
会
で
の
審
議

　

⑦
条
例
の
施
行
・
公
布

　

一
般
の
人
に
は
馴
染
み
の
薄
い「
立
法

事
実
」と
は
、
条
例
の
根
拠
と
な
る
事
実

の
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
条
例
制
定
の
必

要
性
や
正
当
性
を
は
じ
め
、「
条
例
の
目
的

達
成
の
た
め
の
合
理
性
を
裏
付
け
る
統
計

デ
ー
タ
や
関
係
法
令
」、「
現
在
行
な
わ
れ

て
い
る
対
策
や
そ
の
限
界
」な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
担

当
部
局
が
事
実
を
把
握
す
る
作
業
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
─
─
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
が
不
十
分
だ
と
、
条
例
の

骨
組
み
や
条
項
の
中
身
が
妥
当
な
も
の
か

ど
う
か
、
法
制
担
当
部
署（
道
法
制
文
書

課
）は
判
断
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
あ
ら
た
め
て
振
り

返
っ
て
お
こ
う
。

　

昨
年
４
月
の
種
子
法
廃
止
法
案
の
可
決

後
、
道
農
政
部
は
新
た
な
条
例
の
制
定
を

模
索
す
る
。
同
年
８
月
の
道
議
会
農
政
委

員
会
で
、
宮
田
大
・
生
産
振
興
局
長
は
、

「
新
た
な
道
独
自
の
条
例
や
要
綱
な
ど
の

制
定
が
必
要
に
な
る
」旨
を
明
言
し
、
必

要
な
手
続
き
を
進
め
る
方
針
を
示
し
た
。

こ
う
し
た
方
針
に
沿
っ
て
、「
骨
子
案
」で

も
示
し
た
よ
う
な
、
稲
・
麦
類
、
大
豆
に

限
定
し
た
条
例
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は

出
来
た
。

8 月７日、道議会の大谷亨議長（中央）に面会し、独自にまとめた「北海道農作物種子基本条例案」の中身などを説明する「北海道たねの会」。
左端が代表の久田徳二さん（北大客員教授）、右端は副代表の西原正行さん（北海道農民連盟委員長）。同会は９月 18日、条例の「骨子案」に対
する疑問点を整理し、21項目の公開質問状を道に提出している

「
立
法
事
実
」の
蓄
積
は
お
ざ
な
り

条
例
制
定
の
基
本
を
お
忘
れ
か
？
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し
か
し
、
農
業
団
体
や
道
議
会
与
党
の

条
例
に
対
す
る
姿
勢
に
温
度
差
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
模
様
眺
め
に
転
じ
、
今
年

３
月
の
道
議
会
ま
で
休
眠
状
態
に
。
そ
の

後
は
、
議
会
側
へ
の
根
回
し
に
汲
々
と
す

る
状
況
が
続
く
。
よ
う
や
く
知
事
が
条
例

制
定
を
表
明
し
た
の
は
、
７
月
４
日
の
道

議
会
予
算
特
別
委
員
会
の
場
だ
っ
た
。
生

産
現
場
や
道
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

地
道
に
立
法
事
実
を
収
集
し
、
法
制
担
当

部
署
と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
条
例
制
定

に
備
え
る
─
─
と
い
う
、
ご
く
基
本
的
な

行
政
対
応
を
蔑
ろ
に
し
た
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
条
例
は
、「
北
海
道
の
種
子
生
産
は

こ
う
あ
り
た
い
！
」と
い
う
目
標
が
き
ち

ん
と
し
な
い
と
、
体
裁
は
整
っ
て
も
魂
の

入
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
知
事

の
任
期
に
合
わ
せ
、
拙
速
に
手
続
き
を
進

め
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

「
骨
子
案
」が
示
さ
れ
て
か
ら
半
月
余
り

経
っ
た
９
月
18
日
、「
北
海
道
た
ね
の
会
」

（
久
田
徳
二
代
表
・
会
員
１
５
０
人
）は
高

橋
知
事
に
対
し
、
21
項
目
に
お
よ
ぶ
公
開

質
問
状
を
提
出
し
た
。

　

審
議
会
や
道
議
会
で
条
例
に
対
す
る
関

心
や
期
待
が
高
い
こ
と
や
、
道
民
の
間
に

「
農
家
の
自
家
採
種
権
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
」「
農
業
試
験
場
な
ど
の
遺
伝
資

源
と
関
連
情
報
の
民
間
企
業
へ
の
提
供
を

制
限
す
べ
き
」「
遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）

作
物
が
道
内
で
生
産
・
販
売
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
べ
き
」な
ど
の
意
見
が
多
い
こ
と

を
踏
ま
え
、「
骨
子
案
」に
対
す
る
疑
問
を

ぶ
つ
け
た
の
で
あ
る
。

　

質
問
状
は
大
き
く
分
け
て
、
次
の
５
つ

の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

①
道
に
よ
る
主
要
農
作
物
や
主
要
畑
作

　
　

物
の
定
義
付
け

　

②
道
が
認
定
し
た
優
良
品
種
と
条
例
の

　
　
「
骨
子
案
」と
の
関
係

　

③
在
来
種
や
地
域
限
定
品
種
の
保
護
と

　
　

種
子
を
め
ぐ
る
農
家
の
権
利

　

④
遺
伝
資
源
の
流
失
防
止
策
や
Ｇ
Ｍ
作

　
　

物
・
ゲ
ノ
ム
編
集
に
対
す
る
不
安

　

⑤
条
例
制
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

　

主
要
農
作
物
と
さ
れ
た
３
品
目
を
根
拠

づ
け
て
い
た
種
子
法
は
、
今
年
４
月
１
日

に
廃
止
さ
れ
た
。「
骨
子
案
」の
名
称
は「
主

要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
関
す
る
条
例
」

だ
が
、“
主
要
農
作
物
”を
根
拠
づ
け
る
法

律
は
既
に
な
い
。
法
律
の
廃
止
直
前
の
３

月
に
条
例
を
制
定
し
た
新
潟
・
兵
庫
・
埼

玉
の
３
県
と
、
後
塵
を
拝
し
た
北
海
道
と

の
違
い
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。
従
っ
て「
北

海
道
の
主
要
農
作
物
は
こ
の

品
目
だ
」と
再
定
義
し
、
条

例
づ
く
り
を
進
め
る
の
が
筋

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

「
た
ね
の
会
」の
公
開
質
問
状

で
は
、

「（
道
が
示
し
た『
主
要
農
作

物
』の
作
付
面
積
と
比
較
す

る
と
）大
麦
よ
り
ソ
バ
が
大

き
く
、大
豆
よ
り
甜
菜（
ビ
ー

ト
）や
バ
レ
イ
シ
ョ
、
野
菜

な
ど
が
大
き
い
に
も
係
わ
ら

ず
、
そ
れ
ら
作
物
を『
主
要

農
作
物
』と
位
置
づ
け
な
い

理
由
は
何
か
」

　

と
、
道
の
見
解
を
質
し
た
。

小
豆
な
ど
４
品
目
を
道
は

「
主
要
畑
作
物
」と
位
置
づ
け

た
が
、
そ
の
よ
う
に
定
義
付

け
た
理
由
に
つ
い
て
も
問
う

て
い
る
。

　

道
は
、
す
べ
て
の
作
物
の

な
か
で
一
定
の
基
準
を
満
た

し
た
品
種
に
つ
い
て
、
道

が
設
置
し
た
委
員
会
で「
優

良
品
種
」に
認
定
し
て
き
た
。

現
在
、
そ
の
認
定
数
は
３
３

３
品
種
に
上
る
。

　

し
か
し「
骨
子
案
」で
は
、

条例化を検討していない品目も多い（出典：第５期北海道農業・農村振興推進計画）

「
た
ね
の
会
」が
21
項
目
の
質
問
状

道
は
議
会
審
議
を
済
ま
せ
回
答
へ



“ 農と食 ”
北の大地から

113
THE HOPPO JOURNAL 2018. 11 .

道
は
新
た
に「
北
海
道
優
良
品
種
認
定
審

査
会
」を
設
置
し
、
主
要
農
作
物
３
品
目

の
優
良
品
種
の
認
定
な
ど
を
行
な
う
、
と

あ
る
。
そ
こ
で
同
会
の
質
問
状
は
、「
２
つ

の
認
定
組
織
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
制
度

上
の
支
障
は
な
い
の
か
」と
問
う
た
。

　

紙
幅
の
都
合
で
多
く
の
項
目
を
紹
介
で

き
な
い
が
、
Ａ
４
判
５
枚
の
質
問
状
は
種

子
の
あ
り
方
に
関
心
を
持
つ
道
民
の
率
直

な
疑
問
を
集
約
し
た
も
の
だ
。「
た
ね
の

会
」は
９
月
末
ま
で
の
回
答
を
求
め
た
。

　

同
会
事
務
局
長
の
安
川
誠
二
さ
ん
は
、

質
問
書
の
提
出
前
に
道
農
産
振
興
課
の

山
野
寺
元
一
課
長
に
電
話
を
入
れ
る
と
、

「『
た
ね
の
会
』は
、
ま
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
や
る
ん
で
す
ね
」と
言
わ
れ
た
と
い

う
。「
こ
れ
に
は
呆
れ
ま
し
た
よ
」（
安
川
さ

ん
）と
憤
り
を
隠
さ
な
い
。

　

結
局
、
回
答
書
は
関
連
の
議
会
審
議
が

終
わ
る
10
月
９
日
に
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
道
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
蔑

ろ
に
し
た
ま
ま
、
議
会
対
応
を
最
優
先
さ

せ
る
担
当
部
局
。
道
民
の
疑
問
や
提
案
に

真
摯
に
応
え
、
食
の
安
全
・
安
心
条
例
や

Ｇ
Ｍ
作
物
規
制
条
例
を
制
定
し
て
き
た
、

か
つ
て
の
道
農
政
部
の
輝
か
し
い
遺
産
は

継
承
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
担
当
職
員

た
ち
の
劣
化
に
溜
め
息
が
出
て
く
る
。

　

ど
の
作
物
の
種
子
を
条
例
の
対
象
に
す

る
の
か
─
─
。
そ
れ
に
は
、
将
来
の
北
海

道
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
育
種
や

生
産
の
現
場
、
流
通
や
消
費
に
関
わ
る
人

た
ち
、
道
民
の
意
見
な
ど
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
決
め
て
い
く
の
が
基
本
に
な
る
。

　

種
子
に
関
す
る
基
本
条
例
な
の
だ
か
ら
、

成
案
を
ま
と
め
る
に
は
最
低
で
も
１
年
は

か
か
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
最
初
は
３
品

目
、
ち
ょ
っ
と
議
会
や
審
議
会
か
ら
異
論

が
出
る
と
主
要
畑
作
物
の
４
品
目
を
追
加

し
ま
す
よ
─
─
そ
ん
な
小
手
先
だ
け
の
対

応
で
は
、
全
く
話
に
な
ら
な
い
。

　

対
象
作
物
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
例

え
ば
本
道
の
耕
地
面
積
や
生
産
高
が
一
定

の
比
率
を
超
え
る
も
の
に
す
る
な
ど
、
分

か
り
や
す
い“
物
差
し
”が
必
要
だ
ろ
う
。

筆
者
も
世
話
人
の
一
員
で
あ
る「
た
ね
の

会
」が
提
案
し
た
、
現
在
の
優
良
品
種
を

本
道
農
業
の“
物
差
し
”を
作
り

現
状
と
条
例
の
整
合
性
を
取
ろ
う

軸
に
し
て
対
象
作
物
を
拡
大
し
、
北
海
道

ら
し
さ
を
打
ち
出
し
た
条
例
に
し
て
い
く

─
─
と
い
う
や
り
方
も
、
有
力
な“
物
差

し
”に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

“
物
差
し
”の
作
り
方
は
他
に
も
あ
る
。

　

道
が
作
成
し
た「
生
産
量
で
北
海
道
が

全
国
一
の
主
な
農
畜
産
物
」（
別
項
）を
見

る
と
、
条
例
の
対
象
作
物
と
し
て
検
討
中

の
も
の
の
他
に
、
バ
レ
イ
シ
ョ
や
甜
菜
、

玉
ね
ぎ
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ン
ジ
ン
、ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が「
全
国
一
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
農
作
物
の
種
子

の
重
要
性
を
示
す“
物
差
し
”の
ひ
と
つ
と

し
て
、
生
産
量
を
活
用
す
る
方
法
を
検
討

し
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

道
農
政
部
が
ま
と
め
た「
第
５
期
北
海

道
農
業
・
農
村
振
興
推
進
計
画
」で
は「
主

要
品
目
の
生
産
努
力
目
標
」を
掲
げ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
道
が
検
討
中
の
作
物
以
外

に
、
甜
菜
や
バ
レ
イ
シ
ョ
、
野
菜
、
果
実
、

飼
料
作
物
の
生
産
目
標
が
具
体
的
な
数
値

と
と
も
に
載
っ
て
い
る
。「
生
産
目
標
」に

挙
げ
た
作
物
を
条
例
の
対
象
に
す
る
の
も

ひ
と
つ
の
案
で
は
な
い
か
。
道
の
条
例
と

推
進
計
画
と
の
整
合
性
が
取
れ
る
し
、
道

民
に
も
分
か
り
や
す
い
。

　

廃
止
さ
れ
た
種
子
法
の
３
品
目
に
こ
だ

わ
っ
た
り
、
審
議
会
や
道
議
会
な
ど
か
ら

異
論
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
慌
て
て
新

た
な
品
目
を
を
追
加
す
る
よ
う
な
農
業
に

対
す
る
哲
学
な
き
対
応
で
は
な
く
、
道
職

員
が
自
分
の
頭
で
北
海
道
農
業
の
将
来
を

真
面
目
に
考
え
、
条
例
案
を
作
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
あ
る
。

　

一
道
民
の
集
ま
り
に
す
ぎ
な
い「
た
ね

の
会
」で
す
ら
独
自
の「
北
海
道
農
作
物
種

子
基
本
条
例
案
」を
作
り
、
道
な
ど
に
提

案
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。「
道
職
員
よ
、

し
っ
か
り
せ
よ
！
」と
言
い
た
い
。

「
今
回
の
条
例
案
策
定
の
審
議
は
、
北
海

道
民
の
安
全
で
安
心
で
き
る
農
産
物
の
安

定
的
な
供
給
を
目
指
す
と
い
う
、
と
て
も

大
事
な
も
の
で
す
。
今
後
の
北
海
道
農
政

を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
道
民
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ

た
条
例
に
す
る
た
め
に
も
、
策
定
ま
で
に

十
分
な
時
間
を
取
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

（
中
略
）道
民
、
道
議
会
、
審
議
会
の
議
論

期
間
や
条
例
制
定
期
限
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
定
め
る
必
要
性
を
感
じ
ま
せ
ん
」

　

同
会
の
公
開
質
問
状
の
最
後
は
、
こ
う

締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
来
春
に
は
道
庁
を

去
る
で
あ
ろ
う
高
橋
知
事
の
意
向
な
ど
気

に
せ
ず
、「
北
海
道
農
業
に
と
っ
て
必
要

な
種
子
政
策
は
何
か
？
」を
愚
直
に
問
い
、

将
来
に
禍
根
を
残
さ
ぬ
条
例
論
議
を
進
め

る
こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
月
４
日
現
在
）
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